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施設園芸では燃油暖房のCO2削減が課題であるが、農村地域の未利用熱を活用する施設園芸用ヒートポンプ、暖・冷房効率と光合成
を高める積層波長選択型カーテン、高精度な環境制御装置、を開発し、これらを統合したZEG体系化により、施設園芸の脱炭素化を推進する。

• 施設園芸用ヒートポンプ：空気熱源のデフロストと地
中熱源のブライン循環という弱点を克服する、地下水
熱源の施設園芸用ヒートポンプを開発・実証。

• 波長選択型積層フィルム：暖房時の保温性能と近赤
外光反射による遮熱性能を有する新たなカーテン資
材により、暖房・冷房負荷の軽減と作物の生産性を向
上する技術を開発・実証。

• 高精度環境制御システム：施設園芸用ヒートポンプと
新カーテンの性能を引き出す高精度な環境計測・制
御装置を開発・構築。

□技術開発の内容 □システム構成図

□実施体制図 □スケジュール表

施設園芸の脱炭素化に資するゼロエネルギーグリーンハウス（ZEG）の開発・実証

• 施設園芸用ヒートポンプの性能を計測・分析し、冬季
暖房時COPが4.0以上あることが示された。

• 波長選択型積層フィルムに耐光性を付与する機能層
をコーティングしたカーテン資材は、5年相当の加速
試験後に、色相変化が⊿E＜10.0の耐候性と、強度
保持率＞50％の性能を達成。

• 気温、湿度、気流を計測する高精度環境計測装置は
実証試験に供せられる性能があることが確認された。

• 上記技術の体系化により、既存技術よりも暖房時の
CO2排出量を25％削減できる可能性が示された。

□主な成果

【 】地域共創・セクター横断型
テーマ枠「気候変動×農業」

概要・目的
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